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当社の連結子会社である東洋ガラス株式会社（以下「東洋ガラス」）は、2025 年 12 月に予定してい

る千葉工場ガラス溶融窯１基の大規模修繕にあたり、燃焼方式を空気燃焼から酸素燃焼に変更します。

一日当たりの生産能力が 200ｔを超えるガラスびん用大型ガラス溶融窯に酸素燃焼方式を導入するの

は国内初となります。 
 

 

国内のガラスびん用大型溶融窯は空気燃焼方式ですが、ガラス溶融の燃焼で使用する空気には約

80％の窒素が含まれ、この窒素はガラス溶融の伝熱に寄与せずに排ガスとなっています。そのため、

窒素を含む空気燃焼には無駄なエネルギーが必要となり、温室効果ガス（以下「GHG」）削減に対して大

きな阻害要因でした。 

今回、従来の生産量を維持しつつ、窒素を含まないガラスへの伝熱効率が高い酸素燃焼方式の導入

で、溶融窯１基あたりの GHG 排出量が約 20％削減されることが見込まれます。同時に空気燃焼窯で排

熱ガスの蓄熱に用いられるれんがも不要となるため、省資源・廃棄物の観点からも環境に配慮した溶

融窯の構築が可能となります。ただし、酸素を供給する設備および稼働に要する費用が必要となりま

すが、今や企業の責任となる GHG の削減に対して、お客様各位のご理解をいただきながら最初の一歩

を進める決断をいたしました。 

ガラスびんは内容物の保護に加え、3Rすべてに対応した環境に優れた容器ですが、東洋ガラスはこ

の酸素燃焼導入を足掛かりに GHG 削減の技術開発を進めることで、さらに環境負荷の少ないガラスび

ん製造を目指します。 

東洋ガラスが大型ガラス溶融窯に酸素燃焼方式を国内初導入 

 －温室効果ガス排出量削減に寄与－ 
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当社グループは、社会や地球環境について長期的な視点で考え、すべてのステークホルダーの皆さ

まに提供する価値が最大化するよう、2050 年を見据えた「長期経営ビジョン 2050『未来をつつむ』」

を 2021 年 5 月に策定しました。当社グループの目指す姿・ありたい姿を「世界中のあらゆる人びとを

安心・安全・豊かさでつつむ『くらしのプラットフォーム』」と位置づけ、「多様性が受け入れられ、一

人ひとりがより自分らしく生活できる社会の実現」「地球環境に負荷を与えずに、人々の幸せなくらし

がずっと未来へ受け継がれる社会の実現」を目指し、事業活動を推進してまいります。 

 

■お問い合わせ先 

・本事業に関して 

東洋ガラス株式会社 

環境対策推進室  

Mail：info@toyo-glass.co.jp 

 

・本リリースに関して 

東洋製罐グループホールディングス株式会社 

サステナビリティ推進部 コーポレートコミュニケーショングループ 中野利・柿本 

TEL：03-4514-2026  Mail：tskg_contact@tskg-hd.com 

 

以  上 


